
個人山行 本貫気別山（６５３．９ⅿ） 

 

日 時：令和４年２月２３日   ��晴れ＆��雪曇り 

メンバー：CL 藤木た スキーCL 藤木晴・A 班 CL 西田芳・A 班 CL 渡邊・石井 

     B 班 SL 内山・SL 太田・酒井・山岸・スノーシュー班 SL 近藤・森永・小笠原・西田昌・ 

     杉田・津川・及川  計１５名参加。 

タイム ：３０黄金ローソン裏集合 ８：３７出発 ９：４５洞爺道の駅（札幌組と合流）  

     １０：３５T 農園駐車場着 １０：５０駐車場発 １２：０６頂上着 １３：５０登山口 

     軽食・昼食 １５：４５黄金ローソン着各自解散 

 

数日前の大雪で心配し、出発時には W 車と M 車

が埋まり１時間ほどの遅れが出た。 

駐車場にもトラブル発生、道路の除雪がまだされ

ていないので道路の駐車はダメ。 

再度ご挨拶とお願いがてら T 農園さんに行くと気

持ちよく止める事の許可を頂き、一件落着と。 

登り始めると青空も見られ連日の大雪で動物の足

跡も無い綺麗な雪原を歩くことが出来ました。 

時折羊蹄山が麓から６合目ぐらい迄顔を見せてく

れました。山頂近くになると雪が降り始め風も出

て来て予定変更で昼食をとらず下山開始。 

下山後駐車場にて暖かな日差しの中でお腹を満た

しました。頂上からの景色を見られず残念でした

がリベンジを誓い楽しい山行となりました。 

スキー班は最高のパウダースノーと出会い、普段

滑走にあまり声を発しないN氏が気持ちいい声を

聴いて皆納得した滑りが出来たとの事でした。 

M 氏は埋まった作業で今までの人生で初めての作

業で疲れたとの事。色々ありましたが終わって振

り返り満足の一日でした。 

又の楽しみをお待ちして帰路に着く。リーダー・

サブリーダー有り難うございました。 

            記録 杉田 乃婦子 

 

 振り返ると尻別岳や貫気別岳が見えてくる 

吹雪・深雪中しっかり頑張るスノーシュー 

晴れ晴れの中、T 農園に無事到着 


